
平井他 ：自閉症状め客観的把擢に関する研究

自閉症状の客観的把握に関する研究

一第ユ報，文献 紹介一

研究第7部 平　井　　信　義

野　田　　幸 江

田　中　ひ　ろ　み

自閉症治療グループ

1　はじめ「に

　アメ、リカの糟神医学者Kanner及びオース トリアの

小児科医Aspergerによって、子どもにおける 自閉症の

症例が報告されて、 すでに25年余り。わが国における研

究も・ひとり 精神科医のみでなく・児壷心理学者・教育

者、児童福祉の専門家などが、注目するところとなり、

治療教育の分野へと広がりつつあることは喜ばしいこと

であ多と同時！こ、治療を手がけている者にζって心強い

限りである。しかし、まだ、自閉症の障魯そのものにつ

いては、充分に開らかにされているとはいいがたい。そ

の原因の第1は・従来の班究の多く力輝学的な立場から

の研究であっ たため、その症状を瞬時的腫とらえがちで

あり、自閉症児の発達による変化の側面を軽視している

という点にある。第2マこは研究方法の間題である。そも

そも自閉症児に遜られる基本的な欠陥は・周囲にある社

会との関係を持とうとせず、自分自身だけの世界に閉じ

籠もることにあるのである恥ら、診断においても、治療

においても、そこには常にそれを行う者の主観的な解釈

力蝿入されやすく、障害を客観的に測定し、論理的に分

析検討することをむづかしくしているということができ

よう。われわれ治療グループにおいても現在、各自が手

さぐりの状態の中で行なっている治療の方法を体系化す

るためにも、また治療の効果を測定するためにも、まず

種々の異なった側面を持つ、ひとりひとりの子どもの状

態像をできるだけ客観的に把握し、それをある尺度で現

わすことができたらと考えていたところ、同じような考

えから・すでに一っの尺度が発表されている二とを知っ

たので、ここに紹介しよう。

　論文は、 ペンシルバニア医科大学精神病治療学部にあ

る自閉症児のためのPay　care　unitで行なわれた研究

の成果であり、

　1）　自閉症児に対する詳細な観察から、それを論理的

に分析検討、その障害を客観的操作的に測定するスケー

ルを作成していること。

　2） 自閉症児の行動の変化、発達を測定し、 究極的に

は、治療にも役立たぜようと、していること。

　以上の二点、即ち、診断と治療が切り離されて行われ

がちであった従来の自閉症研究の傾向を克服しようとし

ている点で注目すべき研究である6

H　論文の要旨
　論文は・1966年」・Amer・Acad・child　psych童at・5

にBertram，A、，Rutte曲erg，B，A、Dratman，M，L，

FraknoiJ，Charles　Wenar等にょづて発表された
‘←An　Instrument　for　EvaLuating　Aut亘st重c　ChUdrenpン

と

　1967年　J，　speech　and　hearing　disQder　vo且　32

NgvenにRuttenberg，B，A．Wolf，E．Gにょって

発表された“Eva旦uat匝g ・theCommunicatiQnof　the
A“tisticChi1母’Pである。

　（D　尺度作成の背景1㌦

　著者は4つの主尺度と3っの副尺度をあわせ用いるこ

とにより、判別尺度としているが、それはペソシルバニ

ア大学縞神病治療部の自閉症児のためのDay　care　unit

の研究職員により、4年間にわたる観察と討論の結果、

できたものである。1この尺度作成の目的は、はじめに述

べたように、自閉症児の状態の評価を行うと同時に、 自

閉症児の行動の変化を測定するためのものである占．

　前者の主尺度は幼児自閉症にみられる行動のおのおの
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について・最も重症と思われる自閉的行動から・およそ　　　治療の理論的根拠は・精神分析学的な仮説による。つ

6才位の子どもの鰍的正勘鰍誓駈まず1ゆ脚・1藤P・嘩的遍熊、殖餌蘇の確立こそ・子ども
階にわけている。後者の副尺度ほ、㎞』臨床的観察壱ごもどづ 」ギ の感情雍蓮ご牽習‘ご必婁であるというものである。

いて、標準的な心理測定方法から項目を選択し、：自閉症

児の行動と正常発達の行動とを比較することを目ざして

いる。

　これらの尺度は、特に臨床的な観察から、錘験的に見

出されたものが主要な部分をなじ、丈おり、臨床的な評価

の複雑性や、数の多さ、なξと行動評定尺度の客観性と

を結びつけようとしてヤ・う91，

　（工）　自閉症の定義

　この研究で対象となった自閉症児は、Creak，Mahler，

Kannerなどの症例の中から典型的な基準として、整理

された5つの基準にもとづいて、選択されたものであ

る6」
即ち、』

　（i〉人との関係を持つことがな）・、1あるいは、その

　一・意欲がないこと（自閉的孤立状態）

　（il）ン習語発達、1特にコ ミュ菖ゲーショシのためゐ営

　　語に欠けていること6

　（m）一行動や環境に対する商｝性保持と反覆の要求が

　　あること。

・（iv）1二 』口唇前期の心理・ 性的 （psychosexual） な活

　ド動が固定じた状態にあるこ乏マ（自己の頭をゆすっ

　　たり、まわしたり、たたいたり等、r律動的な常同行

　． 動）r・

　（V・） 、ごく限られたものにしか興味を持たなびこと 6

以上の5つである。　　　　　　呂㍗r

　なお｛二 杜言しておきたいことは‘ 臨床的判断によれ
ば、これ等の子ども達には、その場にそぐした知性と認

識能力を秘めている可能性があり・更によし～記憶の能力

や状況を評定する能力や理解力が備わっていると考えら

れることである。前者の状態を示す子ども達が、窪虚な

表惰をしていることがないことや、時にはすぱらしい独

創力を発揮することや・他人との接触をさけようと夷て・

いろいろと計画することによって、それを知ることがで

きる。後者は、彼等の雷語や動作による反応や｛ 知能テ

ストを行った場合、・その能力が広汎な領域にわたらてバ

ラバラに示されることなどによって推察することができ

る 6’

　，（2） Day cafe ・αn互t における治療の理論的根拠

　尺度作成に基本的なデ㌘タ［を提供・しゲごDay　care

unit1は1963年に創始され・ 2才半～6才台で収容され

た・25人程の子ども達に強力な、長期間にわたる治療を

行ってきたものである。』
＿

自隅琿堤鳴よ、 このような関係を確立する能力が非常に

欠けていることから、Day　care　unitでの治療には、

まず個人的に子どもの世話をする保母との母性的接触に

よって、精神的な満足感が得られるよう努めている。そ

して次第に自閉状態から抜け出すにつれ、上述のような

受身的な満足感だけではなく、学習や習熟への興味が刺

激されるよう配慮されている。そのため訓練又は教育をξ

必要な玩具や、音楽療法、誉語刺激及びその実際の訓練

などの準備がなされている。

　（3）1主尺度

　4つの主尺度は、「人間関係j「コミュニケーショソ」

　「習熟（masむe呼）」　「心理・♂性的発達1（psychQS6xua且

deve16b魚6nt）」 カ“ら
なているら

・・ ず第1のスケール、 即ぢ1「人間関傑」は、1自閉症の

障魯のもすとも基礎的な領域、すなわち、一他入乏の関醸

の障害と程度を測定するためにてまなざし、身体按触、”

承認、経験の共有、同一視などにつレ～て、 考察示加え；ぢ

れてし、る。第1表は、そのレペルゐ内容であるが、1 最初

の4～5までが自閉症の範囲に含まれる。

　第2の「コ「ミ・ユ属ヶ一ショシ」は、1第2表に示じたむ

のであるが、その意志がなく、1方向も対象も振じ壱ご“二惰

動、運動緊張、不安が現われるレペルがら1、苦痛も心配

の除去を求めゼ多少方向性のある分図を表出ずるレベル

に至るむのである。後者は、 人間関係のほかに≦∵更に自

己概念を含み、もらとも高いレ！幾ルではf言語比よ葛去・

ミ轟二一ケーショシを問題と している。ま だ≦・』1ゴミ三忌

ケーショシに関する行動の記述にあたづては、 内容ε動

機づけのほかに、その形式をも考慮しなけれぱ転らな島騒

　 第3は「習熟への衝動jである。自閉症児把みら雑る

この傾向は、同一性を要求しし常同的な活動に圃懸む診

自己性愛的な満足を得るために、感覚的なものを用いよ

．．うξする等の行動を強めるものとして現われ、その結果

として彼等独自の方法で・だんだん物への興味を深めて

いくよ うになるのである。それば、・やがで周囲の物や刺

激に反応一じザそれは探索した り、r 模倣したりずる著》・ら

た行動となって現われ、 さら に、 ！学習し・だり・、i・適応ゼ寛

りする状態に変化し・二新しいものを習熟した》τ“と恥う徹

望を増大させるまでになる・第3表は・それを表わしたも

のであり、rレベル1から3・までは、 受動的な購足を得た

いという要求から｛ 感覚に対してではあるが、 能動的な

習熟を・したいと“う要求への変化を示しでいるぴ特に自

己性愛的な満足を得るために・感覚的な方法でものを用
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第

レベノレ

1

2

3

4

1表人　と　の　関　係

！入間への無感覚、あるいは無関心。1周囲に誰もいないかの様に振舞う。 人間の一部分（人の手や足）

・を道具や器具として用いる。彼等への身体的な接近は怒りや恐怖さえ発現さす。視覚行動は人を通り

抜ける様に見る。

閉1じ込もり・あるいは断続的無関心ず誰か人が近くに来ると・』子どもは視覚行動をやめu無関心の中

にとじこもる（他人への意識が無関心べの閉じ込も1りと・して反応）

抵抗。人の注視をそちし、人の顔を通りすぎる かの様に見惹（注目からの閉じ込もドり、一または身体的

な回避によるマイナス反応）。レベル4に近づくと眼差しが合うるほほ えむ。外的な身体接触を受け

入れる。 しかしより深い接触には防衛的となる。

　遠くにはなれた親しい人には注意を向け1るポしかし接近すると閉じ込もり、大人の注意が他の方に向

　けられている時は大人により近づいて見ようとする。

5

6

7

8

9

たまにではあるが・欲求の充足 （食物・緊張と苦痛からの解放・ 睡眠）のために・特定の親しい人に

近づぐ。

人間全体への反応を示す。探険と探索の眼ざしでじっと見つめ、手でさわって確かめる。それから大

入への身体的な反応がはじまるるまどいついたり・・ぴづぱる・投げ打づ1忍び寄る・・抱きつく・など。

必要に応じた音声と身振りが伴う。

人に対して慰め、承認、助力と遊びを求める。呼応ゲームやかちかいなどによって大人との関係を持

とう とするが・ それは子ども自身のことばで表現されるため・なかなか理解・しに・くい。

承認と不承認を期待し、一それに従って行動を統制できる。親しい人からめ提案 （遊翁 こと、持ってく

ること・運ぶこと）にいつも応じられる。もはや自分だけの言語でそれを表現することは少ない・

一。10

経験の共有。大人に助勲を求めうのみでなく、give　and　tak負 め関孫を求誇る。成就と獲得の誇り

を表現するご自分の行為に人を注目させ、それとなく自分の活動に入を引き込んでしまおうとする。

同一視と感情移不。類似した別の感情状況にも反応でき る。さらに直接g利害関係参ない場合にでも、
人を喜ばせたり、助けたりできる。

いることによづて、次第に自己と自己でないものとを区

別できるようになる。さらに4～10のレベルは、自閉症

児の行動に直接周囲の状況に関係する状態を超えて、複

雑な思考が反映されるようになる過程を示したものであ

る。

　第4は「心理・性的な発達」 であるが、、この項は割愛

する。

　（4）副尺度　．

　これは、r「発声と話しことぱの発達j「社会的熟練」

「知的発達」を測定するための3つのスケールからなっ

ている。このスゲールは臨床的観察に基いて、主に標準

化された心理測定方法から項目を選択して作成された。

従って、スケ戸ル内のレベルは、基本的には正常児の発

達段階から引き出された典型的なデーターを簑わしてい

る。このスケールの役割りに2つある。第1は、 正常児

の発達との比較比おいて、自閉症児の特徴をはっきりさ

せ、もづど適切な尺度を作成するための方向づけに用い

ようとするものである。つまり、主尺度によって自閉症

児間の比較を行ない、副尺度によって正常児との比較を

行ない、尺度全体の臨床的、研究的意義を高めること。

第2は、 このスケールにようて、尺度全体を鑑別診断の

ために、より有用なものとすること。っまり神精薄弱、

重症な盟質的脳蹄害、失語症などの鑑別に役立てようと

するものである。・1』

　第5衷、は「発声と話ことばの発達」のレベルであり、

4週～4才の年令間の誕しことばの発達基準から抜き出

してある。具体的には｛無言の状態から一本調子、繰り返

し、母音または子音ドま づたぐ奮語とはいえない騒音な

どを経て、もっと多様性のある音楽的な片智（babbhhg）

に至る過程毫示じている。 似上の順序に従づて盲次第に

反響言語の段階、物わ首分自身の身体部分の名称や勲蟹、、
～、．

や代名詞が現われ、原始的な文牽の出現がみられる。：

スケール6は、 ㌔「社会的成熟」を示しており、・食ぺた

り、1‘ たり、 脱いだり、トイレペ行らたり ずるごとから

社会的な遊びなどにわたろている5

　スケール7 は、　「知的発達」rすなわち知覚～運動、概
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第2表コ　ユニケーション

レベノレ
No　communication。相手を意識せず、 ただ自己の内的不快を低めるために、情動、運動緊張、不

1 快を無方向・無弁別に表出5その表出には繰返しが多い（ぐるぐるまわる∫ゆすぶ「る・一本調子の発

）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

2 、NQ　communication。情動に方向性はないが・ 多少分化され・∴多様化している．顔の表情1（微笑・ し

かめ面）、声の調子（泣く、1．片言babb夏ing）に変化がみられる。

3 苦痛からのがれ・なぐさめを求めようとするが・その方策を知らず・方向性もな訟その蕾痛を大声

で伝えるだけである、行動はいまだに原始的。

かすかではあるが、特定の人や集団に助力を要求するサィソを表明する。しあしそれは皮膚快感、あ

4
』 たたかさ、 渇、 食物、運動感覚などの特定の原始的要求にとどまる。・それらの要求が満足された揚合、

喜びを直接表明する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、1

大人に援助や注意などの行為を要求して接近するが・・それは物質的なものに集中している。手助けに
5 要する人間は、子どもが何かを入手するためにのみ必要なのであり、彼には第二義的な意味を持つに

すぎない。

援助や注意を要する自己“ または他者についての明確な概念を有す。 単なる苦痛‘心配の除去の満足
6 より、より高いレベルでの満足が求められる（「僕のためにそれをやって1・」とか 「後生だから僕の

、1　　　』

こ とを気にかけて」などが旨’ミ ユ昌ケrショソのテ．一マとなる）。

人間闘係が相互作用の様相を呈す。人べの接近はより規則的で選択され多様性を帯びる。人間を引き
7 んだり操維したり・コン，トロールすることを喜ぶq（「君のそばにいたいんだ」「それするの手伝って

、劃r鰍門慰砺てま」などの翻）・　　　　　　　　　　　、　ら

8
ヂ峠ケーション嚇っ購行初た齢道具や・その構成麟ではなくなり、自己や環境の状態
についせの鏡察豪観念｛ 感情を旨語的に裟現する（「見て！僕できるでし よう、 うれしいんだよ∫な

ど）。　　　　　　r～

9 r過去に関する記憶や空想、 さらに未来についてめ窒憩1観念、感情を．コミュ島グートザう。「今ごこ

　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　！」という具体からの出発。

10 コ　、　　　ー　み’　　ン　　　、／のナ　短㌧の　　　騙　　　　ノr　　　ソ　　　、■じり　ト7『，19芝レ畑キ　　　畑万区騒係岩’桑駐つ津マ塾じ，菱洲甚睦▼オ臼ス10
　コミ ユニケーゾ設γのためのコミュニケーショソによろこびを抱き・相互関係を持つまでに到達する。・

念の レベルである。1 これは各種のテストの項目によづて

測定さ、れうる視覚・運動の統合・運動の巧繊性・純粋な

知覚能力、、1概念能力を含む、　　』

　以上のスヶ一ル6．7については、残念ながら参考にし

た既成のスケールの名称が列挙ざれているにすぎず下 詳

細な記述がないため、ここでは紹介でiきない。．

　（5）、得点 　∴　 ．「 　　　』 “・㌔．r…

　 得点を与える際には、10点（第4スヶ一’ルのみ20点）

が最後になづているので、 子ども の行動がいくつも の段

階にわたづて観察された揚合には、一定の時間内に現わ

．れる頻度の藤曖行動に点魏写えrることになる。・（得点

は4つの主尺度に対してのみ行われる）

　例：不ケールエの．「誰かが接近すると、はっきりと無

　　　「関心、’無感動の状態を現わしてしまう「が、時には、

　　　ほげしい不安に陥り、1ごく稀に安全な距離から、親

　　　．じい人を見たりする子ども」の場合には

　　　　レベル2－6点
　　　　レベノレ3－3・点「　　　　　”　　 　　” 　㌃ r”㌧

　　　　レベノレ4－1点

第4スケールのみ20点が与えられるのは、 それが非常

に複雑であり、非常に広範囲な連続的な行動を含んで6

るからである。これ等7つのスケールは、子どものブロ

フィ←ルを作るために図式化するこ と「も可能である。

　なお盲 この尺度は、直接観察されたデータ 一’ ’評価

と、保母や治療者によってなされた厳述的な記録の評価

との両方に適用できる。一前者の場合、』子どむの観察にぱ

最少限6時間は必要である。 さらにその時間内には観察

できない項日（慢性の便秘X　偶然の出来礁（子ども：の

お黛に入りの玩具が、この観察時間内にこわされたり、

あるいは自由にならなかった場合→習熟が著るしく’影響

ざれる）などに関しては‘保母や治療者に質問してその

旨を記入しなければならない。
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第3表習熟への衝動（DriveforMastery）

レベノレ

　1

2

、3

4

5

6

7

8

9

10

新しいものの習熟に何の興味も持たず努力もしない。ある限られたステレオタイブなやり方、』または

ある限られた状況、または2～3の扱いなれた物の儀式的なとり扱いがあるゲ

感覚的な探索。主に生物、無生物をとわず、それらにさわったり・感じたり・、口の中に入れたり・味

みしたり、臭をかいだり する。・しかし対象の衷面が与える感覚的衝撃に重きがおかれる。

新しいものを扱いはじめ、それで何かをしようとし、物め位置を動かす。しかしその物体は明らかに

他の物と弁別され、特殊化されたものではない。活動そのもの（打ったり、なげたり、打ち込んだり）

が用いられる対象よ、り璽要である。

狭い範囲の対象物を集中的1こいろめろにとり扱う・子どもは一連の様菱な運動行動・視覚的な探索を

経て物体の性質を発見しようとする。その物体は今やあるがままの物としてとらえられ、探索され、

3次元の実体として扱われる。しかし興味の範囲は狭い。

多くの単一な物体の集中的な敗扱い。今や物自体仁興味を抱き、多くのものを探索する。物と物のな

まな結合（ブFックを打ち込んだり1、無差別に物を容器の中の入れたり）はあるが｛本当に物を締合

したり結合したりすることはない。

2～3の物体を機能的、組織的な単位として、結合し、それらを習熟しようとする試み。、それぞ塵の

物体は区別され、特殊な目的のために用いられる。同時にその物は意味のある単位に統合される。し

かし、それはまだ子どもの知覚可能な直接的な領域に存在する物に隅られている。子どもは対象を求

め、選択するというより彼が使用する物に、たまたま遭遇したという印象を与えるてex玩奥のスプ

ーソを近くにある玩具のカッブに置く〉

習熟するために、多くの物を選択したり統合したりする。もはや直按的、知覚的な視覚の分解に偶然

入り込んで来た物にとられることはない。子どもは周囲を見渡し目的に必要なものを選択し、そこに

存在しないものでも探し出すことができる。子どもは計隔を立てはじめう歩ミ・rまだ直接的蓼初期の刺

激に影響される。

ゴールを予想して目の前の行為を遂行できる。今や直接的な知覚環擁の支配からは自由。活動範囲は

連続的な質（AはBを導き1 Bは1Cを導くような）を持づ。2クまたはそれ以上り関係を もつ物をよ

り大きな単位に齢でき る（ex人形はイ躍力・腱せられ・ 募の励プソつき伽ップ職女の
前に置かれる）

複雑な連続的行為め遂行・障害や失敗にあっても・結果的には場に応じた即興の創作や実験ができる。

自発的な創造性が現われる。即興の創作は》もはや障害や失敗をの り越える手段ではない。活動範囲

の機構は6才～7才のレベルにある。ドレスのデザ千ンの発明、箱や電線か5身のまわりの品を用悪

したり、模型の司享務所を計画したり、作ったりできる。

　（6》信頼度

　尺度の信頼度に関する研究には、評定者として4人の

学生があてられた、学生はまず、2週間の訓練を受け

る。その訓練の内容は、Pay　care　un玉tの自閉症児を

研究職員らとともに観察し、 観察された行動を学生自身

で評定する。さらに、それを研究職員の評定と比較し、

その間の相異について討議することなどであった。

　こう した訓練の後、 評定者たちは2人づつ組んで4つ

の果なった施設で観察分析を行づた。評定者の紀分け

は、・計函に従って変え・皆が必ず1度は・そ「れぞれ別の評

定者と粗んで観察することになるよう配慮さ れている。

観察時間は、約3時間6 被験児は31人呑そのうち22人

は男児、9人は女児であった。年令範囲は4才～11才で

あり、その内訳は、4才～6才が18例、 7才～U才が12

例である。

　i）　評定者の信頼性o

　それぞれのスゲールに対しで、 一子ど1も、ひ、ζ旨迭と 辺の

縛点は、前述の如く10点を最高どするが、レベルの得点

にレベルの番号を掛け合わせ、それを合計する6例え

ば、もし評定者が、レベル4に2点、レベル5に6点、

レベル6 、．7、にそれぞれ1点を与えた場合、2×4＋6×5

＋1x6＋1×7畷51となり、全体の得点は51点になる。
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第4表　発声と意味のある話ことばの発達レベル 　マ

レ、ペノレ

　1

2

3

4

5

6

’7
r、

8

19

本質的には音を発しないゾ内面の緊張や蕾悩が高まり、 ．周囲の刺激に抵抗できない時，うなったり哀
っぽい声を出したり・ 泣き声を出じたり・ ため息をつき・叫んだりする、・．しかし行動に規則性はない。

咽囎・一破館など認理に U沢り出したり・急叫んだり撚ミこツグしたり、ク妙ウいう反鱗
音がある。これらの音は興奮・』満凪苦痛の時に発せられる。・ 1a　l’、 l　i［の様な母音はI　a　i　Iの二重

畢膏とと もに現則正．しく発音さ勉るが、それは一本調子であるg

ボリ函一ム、調子、イントネーションの変化が現われる。発声は音楽的で多様性に富み、反復的であり、

リズム・メ・デ〔イソトネーショソのパターンがある。子音（lkl川：19目bl） も母音（lurlUl）
1ξとも斥用いら塾裂。 静こ、≧も目立つ。これ与の多少題味のあるこ≧ば赫子どもひとり㊨時、または

識燗働ない時嘆せられる誰』こ・と嘩騨緻さ鳩ど、 の撫鳥ぢした り知たりする．

片ことが高度に発達し、．時には簡単な単語様の音を結合して「ヤマ」 とか「ダダ」ど いう1様に理解さ

．、

牲る；と も挙う。 レか、㌧ξ塵蔭の ；≧ぱ畳率．レ当》も・その様に了解される とは限らない。。

』簡単な単語ゼまたは短い句の模倣的反射があるよ反響的模倣は非常に遅れ、たとえぱ』1日くらい経過

してから生ずることもある。

＝意味のある話しことばの前段階で用いられる訳のわがらないことばが使用される。・ぞればしばしば外

・国語における、わげのわがちないコ ミュ昌ヶ一シ．ヨ：ンの様なひびきを持つ。

1物や却の樋を卵稲動に励姓意に使為，r

2～3つの単語の使用（「お菓子がほしいのjとか「バイパイ・ワン ワンちゃん」） や子ども自身の名
、．弼い祷 よう 1噂る◇

悌妹称代糊の使用1

ン10＝ 1長廓文章を状況に応じて使用できる。

（ろ砺塵、磯帥ヘヒ福呼題耐る軍みほ
2。即麺、；曝う塵駕域轡紛久ケ 一ルに

　対する全評定得点から、スピアマソの順位柏関係数が算

出さ燕た橘聯果》』スケr醐の醐昏む スケツレ・
　：oll88、 スケ」ルπ：0．85iスケ 」ノレ血1io．961

スケー

　ルW：Olε5であった6この信頼度は、・個人み属性に関す

　る測定だ虜いられる客観的な尺度の信頼係数が、っlrε5ま

　準は、それ以上必要であるという経験的な法則にオらし

　てみて、まったく満足な結果である。

　　iiう 騨定されたデんターのかたよ・りの有無。l　
、

　　被験児となづた子ども』たちは、極端に自閉的で ある
　ヵ㍉　、まだは多くカ｛治癒の道程にあづたと「し～ うiこと々ま、 あ

　りうることである。そこで、データーは両極だけにかだ

　よらず、スケールの全範囲にわたっ て用いられたかどう

、

迦。聖検、舞寸『す！Sき．霊ある。rそ・のためにスケ乙ンレあ1bレペノレ

　の．それぞれについて、 代表値をもつヶ一スの数が算定さ

　れ鵡その結果、 スケ 一ノ賦、瓜恥には両極の評定
　のかたよりは何ら認め。られなかった。しかし、「スケール

　Nでは30久一，蒸の．う、ち15ケ〔不がレベル1と2 に集まっ

　た5・この葺．と・は・ スケrルNの信頼性に多少影響を及ぽ

したと考え危れる。．

】iP 辮者間め課繊
、

　3人の評定者の平均差異は、 1，取7L岡であったが、

4翻の縦者は・｝・88驚？魅そのために聴番目
め評定者の平均差異が他の3入と向一じ忙壕るまで訓練が

行なわれ鵡

　俄妥当性（ヒベ々め順序）・　　　　　　涯

　各スヶ一ル内のレベルが、子どもの兜達の順序を衷わ

すものとして妥当性があったかどうかについて、検討す

る必要がある。妥当性があれば、評定される各レベルは

接近しているはずであるが“レベル間のギャ、レプが大き

ければギ妥当性は少ないといえよう。つまり、子ども に

対歩る評定がレベル2、∫3、 41、 5どま とまれぱ妥当性

飾ることになり・1・3・ 6・7と：評定され腸欲
は、妥’ 性が低いといえる◇1　・

』．
　　　ビ 　 1ご、

　非公式な手続ぎではあるが…得点に対する分散の差彰

測定するために、不連続得点が出さ・れた。 それは、こ 連続

的な、レベル内のレベルがすべて得点どなれば、ーその群り

は完全であり、何ら不連続も認められないごどになる。

上述の例で・前者のように2』～5の間のすべてのレ尽ル
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が評定された場合には、不連続得点は0で一番理想的で

あるが、・ 後者の場合には、不連続得点が5となる（この

場合、不連続得点は、得点されない連続内のレベルの数

である）．

　分析の結果、それぞれの不連続得点は、スケールエ：

0．7、皿；0，6、皿：1，2、W：4，2であった。恣意的に、

平均不連続得点は1より小さくなけれぱならないとすれ

ば、スケール皿、Wの両方は妥当性に欠けるといえる。

その原因については・ここでは観察時間の畏短が影響を

与えていると見られたため、観察時間を6時間に延長し

た結果、スケール皿、Nの平均不連続得点は㌃それぞれl

O．5、0．4となった。

　（8〉 尺壌㊨解釈とそ㊨効用　

　さて全体．として、1尺度を検討してみると、1つの大き

な問題が残されている。それは、この尺度によって自閉

症児それぞれのブロフィールが、いかに描けるか、また

ブロフ，絶 一々内の変化をいかに解釈するかであ拳。 1つまr

り》 個み，のみケー々の横の対庵関係が不明確ななめ、条・

ろケrル間の得点を総合し て自閉症得点を算出するξレ）

うよ うな手税きはできない。 i
　，また・ 得点にょっ・て・．

、

工・ ■、 ド珂・Nのスグrノ》問の・

比較をすることもできないg従っ、て、．スケ［えレ．工で5

点、

絃 7ル皿で1蝋の予ξ 醐・、必ず」．も彼のコミュ

ニケ㌘努 翠匿が人聞関係の ．2倍郵進ん噂いるとにし｝えな．

いので南る。 なだしy、非常鱒包括的瞬いえば、 全堺ケ門

ルで得点の低い子ども曝、．全不ヶ㌘府で中間、．また越高

いレベルにある子どもより、もっと自閉的でめるとにい

　えよ う。また、 自閉症児の行動が》スケール皿、瓜W

　で変化しはじめるより以前に、人間関係スケール（1）で

　は㌔、ある｝定の点にまで達 していなけれぱならないとい

　う漠然とした経験的な順序はある。特に、 この点1こりい

　ては、1967年の論文によれば1’人問関係がすべてめ障害

　の基礎にあり、それの発展が1宵語の発現を促進するこ

　とになる。それは最初、言語とはならない単なる発声に

　すぎないかもしれないが、次第に言葉になり、さらにコ

　ミュニケーショγのための君語にまで進む。このように

　雷語は・自閉症自体をさらに回復させるための機能さえ

11c持らえいるか竃むれないと1‘、1与点を指摘している。しか

　も、このコミュニケーシゴソのための言語出現の有無

　が、彼等の予後の予測をも可鮨にするとも述べている。

　　この尺度が、現在の段階で確実に利用できるのは、自

　閉症児間の比較と、ひとりの子どもの中での変化を比較

　した場合とである。尺度の使用にあたっては、当然のこ

となが ら、 子ども．の環擁に曝美しい刺激があるか、また

　．は無刺激でなけれ嫉，ならないφ、

、．

　最後に・ この尺度の臨床的可能性にρいて健，2つ孝〉る

　と一い・う6 r♂liil
一1’

’rf r　Ir r　r、
’

．「
1！r

　 その1ρはし；、の尺度によ？、て矛どもを評個す蚤 ；と

　 が・ 各桑の子ども の潭療ズログラムの計画をたて1為揚合

　に参考となる点であるずそれぱ各冬 ケー ノヒ のヒざルが、

　っぎの発鰍階を導く・の琴役立っからであう。・・…　

　　Lそη．2．は）精神薄弱、 重毎獄婦質的騨隣害：ζ・㊨鑑別診

、断を，可能樋する ；とであ愚。
，．

，．

皿．お 1わ　ウー『に ’、　

　以上、R壌tgゆerg」 らの研究は、 ．はじめに述べたよう

に・①自閉症の障害を客観的・．操作的に測定するスケ［

ルを作成したこと、 ②自閉症児の変化と発達に注目し、 1

それを測定することによって・診断を治療琴結びρける

よ うと している こと．の2点であった。、∫これらは非常に注

目すべき、めざまし齢研究である。㌧昏スグlr澱やレベル，

については・今後・われわれの研究を進めるうえでの大

きな指針となるだろう。しかしこの尺度については、な

お以下の問題が残されていると思う。

　すなわち・第一に・著者自身尺度の解釈とその効用の

項でふれているが、それぞれのスケール間と、さらに10

乃至11にわたるレベルの横の対応関係や・因果関係が・

当然問題にされなけれぱならないこと。

　第二に、両論文が尺度の挫出に重点がおかれ、その適

用によってなされた実験の結果が記述されていないのは

やむを得なレ）が、 今後はゾその結果4）換討や対比がなさ

　れ｛ねは1な，ら・ないことOl・・
、L、．

　　第三に、1各スケ笥ルKおける10乃至耳の レ苓ノ舛率等

｝・、問隔と、 して配点，されてレ｝るが・ 果して等間隔としてよい

Fかどうか。一 r｛F　　 　1、一圖　
＿

ノ1

．．
！　 ”一

㌔

　　以上については、・われわれも・また著者ととも礁研究す

　べき課題であることはいうまでもない。

　　なお付雷したいことは、われわれが自閉症児の治療か

　ら経験的にとらえていた仮説、即ち、まず言語出現の前

　提として、人、特に母親との情緒的な結びつきが確立さ

　れねばならないということを、この論文の著者も、精神

　分析学的な根拠にもとづいて採用していることである。

　つまり冒語は特に他人との関係を保つためのメディアで

　ある以上、人間との箭緒的な結びつきがあってこそ、初

　めてその機能を果たしうるのであり・しかも・その雷語
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Study on Objective Evaluation of Autistic C, hildren 

Dept. 7 Nobuyoshi Hirai 

Yukie Neda = 

Thi~ study introduces two 'theses : ,"An; Instrument for evaluating Autistic Children" by Rutten-

berg. B. A. et al. J. Amer. Acad, Child Psychiat.. 5. 1966 and "Evaluating the Communicatibn of 

thd Autistic Chiid" also by Rtittenberg ,B. A* et al. J. Speech and Hearingr Disordeis. ~ol 3~, 1967: 

These theses presenf the results of the detailed observation and study of the autistic childreri made 

in;~the =Dept, of Psychiatr~ ih the University of Pennsylvania School of Medicine, and describe the 

scales and inventories to objectively assess levels of functioning of autistic children. 

Th~~~dales consist of the ~nain, scale compQsed of the scales of "human' relationship", "cdm'mu! 

nicatioh". "master~; and learning", t'psychosexual development", and of sub-scale designed to meastife 

"'vocaHzatichi speech ~nd language devdlopment'*, "S0cial skills'*, and ~'mental development'". :The 

authors find that these scales ~re u$eful ~Qr the objective evaiuation of the conditions ef iutistic 

children a~ well as for measuring the change in their functionihg 

Each scale is divided into 10 Ievels ranging from serious autistic bchaviors to relatively normal 

behaviors of the child of 6 years old. Though there are $0me questions as to whether these lO 

points are proportionately divided among the levels of behavior in each area, whether there are 

lateral'corresponding relatiQhs,in,~~ch ~sc~le and each level, these theses ~re quite riotewbrthy :in 

these point$ : l) they attempt to :evaluate objectively the mulfunction ef the autistic ehildreh. 2) , 

pay attention to the change an:d development of these children, 3): Iink diaghdses and treafm~nt 

clos~ together by meashring- the' eh~nge and conditions of these children 

We are also trying to use such type of scales and inventeries to study the ielations' between ~o 

what kirid of ~timulation and treatment the children show change and how t,hey change. 

(1 _ 
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